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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。
基本方針 ● 一 . 安全かつ最高水準の医療を提供します。一 . 優れた医療人を養成します。
　　　　　  一 . 次代を担う新しい医療を開拓します。　一 . 地域と社会に貢献します。

全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み

　

多
く
の
医
療
機
関
が
医
療
安
全
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い
て
も
、
な
か
な
か

専
従
の
医
師
を
置
く
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
ん
な
中
、

名
大
病
院
で
は
10
年
前
に
医
療
の
質
・

安
全
管
理
部
を
設
置
し
、
患
者
安
全
専

門
の
医
師
、
看
護
師
、
弁
護
士
ら
が

チ
ー
ム
と
な
り
、
全
国
に
先
駆
け
て
医

療
安
全
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
は
、
職
員
か
ら
報
告
さ
れ

た
患
者
さ
ん
に
提
供
さ
れ
た
医
療
に
関

す
る
問
題
を
調
査
・
分
析
し
た
り
、
医

学
的
な
見
地
か
ら
診
療
科
と
と
も
に
対

応
し
た
り
、
重
大
な
医
療
事
故
が
起
き

た
時
に
は
た
だ
ち
に
病
院
を
挙
げ
て
救

命
、
治
療
に
当
た
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
得
た
経

験
を
活
か
し
て
、
患
者
さ
ん
の
安
全
を

担
保
し
、
医
療
の
質
向
上
を
専
門
と
す

る
医
師
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
で
す
。

製
造
業
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
教
育

　

患
者
安
全
の
分
野
は
、
日
本
よ
り
欧

米
の
方
が
10
年
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
部
署
に
配
属
さ
れ
た
ば

か
り
の
頃
に
読
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
文
献

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
（
ト
ヨ
タ
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
と
い
う
言
葉
が
出
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
日
本
の
製
造
業
が
安
全
性
と
品
質

管
理
で
優
れ
て
い
る
こ
と
は
世
界
的
に

も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ

で
体
系
化
さ
れ
た
学
問
と
な
り
、
患
者

安
全
の
領
域
に
も
導
入
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
で
は
、
こ
の
質
管

理
手
法
を
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
ダ
イ
レ

ク
ト
に
学
び
ま
す
。
日
本
で
生
ま
れ
確

立
さ
れ
た
手
法
を
医
師
が
学
ぶ
こ
と

で
、
医
療
機
関
の
質
向
上
の
取
り
組
み

も
加
速
す
る
は
ず
で
す
。

人
財
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
事
業

　

医
療
機
関
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
履
修
者
は

そ
の
問
題
の
一
つ
を
実
習
課
題
と
し

て
、
授
業
で
解
決
方
法
を
探
っ
て
い
き

ま
す
が
、
修
了
後
、
ど
ん
な
難
題
に
直

面
す
る
こ
と
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
、
皆
が
知
恵
を
出
し
合

え
る
場
が
必
要
と
い
う
思
い
か
ら
、
人

財
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
医
師
を

「
人
財
」
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

情
報
交
換
や
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
最
終
的
に
は
医
療
界
全
体
の
質
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

患
者
安
全
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
は
全
国
の
医
師
を

対
象
と
し
、
今
年
10
月
の
開
講
を
目
指

し
て
準
備
中
で
す
。
履
修
者
に
は
約
半

年
間
、
名
大
病
院
を
始
め
、
中
部
品
質

管
理
協
会
、ト
ヨ
タ
で
の
実
習
・
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で

学
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
患
者
安
全
を
メ

イ
ン
に
、
感
染
制
御
に
特
化
し
た
コ
ー

ス
も
設
け
ま
す
。

　

事
前
に
全
国
の
医
療
機
関
へ
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
回
答
の
あ
っ

た
２
７
５
機
関
の
う
ち
２
０
３
機
関
が

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
へ
の
参
加
を
検
討
し

た
い
と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
多
く

の
医
療
の
現
場
で
、
医
療
安
全
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
証
し
だ
と
思
い
ま

す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
で
学
ん
だ
医
師
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
所
属
す
る
医
療
機
関

の
問
題
解
決
を
図
り
ま
す
が
、
そ
の
問

題
に
関
わ
っ
た
職
員
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
も
狙
い
の
一
つ
で
す
。
こ
の
動
き

が
広
ま
っ
て
日
本
の
医
療
界
全
体
の
水

準
が
上
が
っ
て
い
け
ば
、
患
者
さ
ん
は

今
以
上
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

CONTENTS

ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます

・  患者安全と医療の質管理を専門
とする医師を養成「ASUISHI」

・	診療科レポート「腎臓内科」
・	季節のお話／あせもにご注意

・  院内感染対策チーム（ICT）の
ご紹介

・	マラソンフェスティバルナゴヤ・
愛知2015における救護活動

・	ミニニュース
・	ナディック通信
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腎
臓
は
“
お
し
っ
こ
”
を
作
り
水
分

や
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
働

き
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
の
活
性
化
に
よ
る
骨
代
謝
、
エ

リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
分
泌
に
よ
る
造
血
、

レ
ニ
ン
産
生
に
よ
る
血
圧
調
節
な
ど
多

彩
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
腎
機
能
が
悪
化
（
腎
不
全
）
す
れ
ば
、

老
廃
物
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
が

生
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
医

療
で
は
腎
不
全
を
治
癒
さ
せ
る
有
効
な

治
療
手
段
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多

く
が
対
症
療
法
あ
る
い
は
血
液
透
析
な

ど
の
腎
代
替
療
法
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
我
々
腎
臓
内
科
医
は
、
腎
不
全

診
療
の
み
な
ら
ず
、
糸
球
体
腎
炎
、
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
糖
尿
病
、
膠
原
病

と
い
っ
た
“
腎
不
全
の
原
疾
患
”
の
診

断
・
治
療
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
他
臓
器
疾
患
あ
る
い
は
そ
の
治

療
の
結
果
生
じ
た
腎
障
害
に
お
困
り
の

患
者
さ
ん
の
相
談
に
も
診
療
科
の
垣
根

を
越
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に

腎
臓
内
科
医
は
、
腎
疾
患
の
知
識
に
加

え
、
他
臓
器
の
病
態
に
つ
い
て
も
熟
知

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
腎

臓
内
科
医
と
い
う
専
門
性
と
内
科
医
と

し
て
の
一
般
性
を
併
せ
持
つ
内
科
医
だ

と
い
え
ま
す
。

　

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
腎
臓

内
科
は
、
関
連
病
院
か
ら
の
依
頼
を
含

め
て
年
間
７
０
０
例
以
上
の
腎
生
検
病

理
組
織
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療

面
で
は
従
来
の
ス
テ
ロ
イ
ド
中
心
の
腎

炎
治
療
の
み
な
ら
ず
、
抗
体
療
法
や
新

規
免
疫
抑
制
剤
併
用
療
法
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
慢
性
腎

臓
病
患
者
さ
ん
に
は
慢
性
腎
臓
病
の
知

識
習
得
、
自
己
管
理
、
内
服
薬
調
整
を

兼
ね
た
教
育
入
院
を
実
施
し
、
患
者
さ

ん
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
安
全
か
つ
適

切
な
腎
代
替
療
法
へ
繋
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
民
講
座
な
ど
慢
性
腎
臓
病
の 

地
域
社
会
へ
の
啓
蒙
活
動
を
通
じ
、
中

部
地
方

の
腎
臓

病
診
療

の
核
と

し
て
地

域
貢
献

を
果
た

し
た
い

と
考
え

て
い
ま

す
。

診療科レポート「腎臓内科」
医局長　坪井　直毅

患者安全と医療の質管理を専門とする
医師を養成「Ａ

あ す い し

ＳＵＩＳＨＩ」
特集 1

あ
せ
も
に
ご
注
意

　蒸し暑い夏のお肌のトラ

ブルの代表格が、汗疹、い

わゆる“あせも”です。あ

せもは、高温多湿の環境下

でたくさん汗をかいた時

に、皮膚の中に汗が溜まっ

て起こります。老若男女、多くの人が夏に痒

くて悩まされる、よくみるあせもは中等度の

深さのあせも、紅色汗疹です。紅色汗疹では

皮膚の表面の表皮の中の汗の管に汗が溜まり、

皮膚表面にうまく流れず、表皮の中に汗が漏

れ出てきて、炎症を起こし、赤くて痒いぶつ

ぶつを作ってきます。あせもの対処法として

は、高温多湿の環境を避けること、入浴やシャ

ワーで、涼しく清潔な状態を保つことが大事

です。痒い湿疹になってしまったら、掻き崩

したり、細菌感染を起こしたりする前に皮膚

科の受診をおすすめします。

　
皮
膚
科
　
診
療
科
長
　
秋
山
　
真
志

患者さんに安全な医療を提供するため、平成17年に設置された医療の質・安全管理部。
同部が中心となり、秋から新事業「明日の医療の質向上をリードする医師養成プログラム『ASUISHI』」がスタートします。
プログラムについて、同部副部長でプロジェクトリーダーの安田あゆ子病院講師にお話を伺いました。

・ 名大病院アメニティのご紹介
・		病院からのお知らせ／提案書からの改善報告
・	携帯電話及びスマートフォンの使用について
・		東邦高校3年A組の生徒さんより車いすが寄贈
されました

・	ボランティアさん募集
・	禁煙のお願い

・ 「愛
やさ

しく、温かく、安全な看護」を実践するために
・	新任挨拶
・	看護師募集
・	健康講座／心臓外科
・	かわらばんHPのご案内
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腎生検病理検討会
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皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
如
く
、
感
染
症
と

い
う
病
気
は
結
核
な
ど
の
細
菌
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
（
カ

ビ
）
や
寄
生
虫
な
ど
の
外
因
性
の
病
原
体

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

感
染
症
は
、
ど
の
診
療
科
に
も
あ
り
、
適

切
に
治
療
す
れ
ば
治
る
こ
と
の
多
い
病
気

で
す
が
、
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
と
重
症

に
な
っ
て
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
病

気
で
す
。
ま
た
、
何
も
対
策
を
講
じ
な
い

と
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と
病
原
体
が

移
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
病
気

で
す
。
薬
剤
耐
性
菌
の
出
現
や
、

高
度
な
医
療
の
進
歩
に
よ
り
病
院

の
中
で
発
生
す
る
感
染
症
は
ま
す

ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
病

院
の
中
で
発
生
す
る
様
々
な
感
染

症
に
対
し
て
治
療
が
適
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
り
、
病
原

体
が
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
水
平
伝
播

し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
病

院
内
で
発
生
す
る
感
染
症
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
、
私
達
、
院
内
感

染
対
策
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
使

命
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
事
務
な

ど
の
多
職
種
か
ら
成
る
チ
ー
ム

で
、
現
在
は
専
従
医
師
が
7
名
、

看
護
師
が
3
名
（
う
ち
感
染
管
理

認
定
看
護
師
2
名
）、
薬
剤
師
2

名
、
臨
床
検
査
技
師
1
名
、
事
務

員
1
名
が
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
お
り
、
他
の
診
療
科
や
職
種
の
先
生
方

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
動
は
、
検
出
さ
れ
る
病
原
菌
を

調
査
・
集
計
し
て
適
切
な
感
染
対
策
を
実

施
す
る
、
現
場
を
見
回
っ
て
環
境
整
備
や

手
指
衛
生
な
ど
の
感
染
対
策
が
き
ち
ん
と

行
わ
れ
て
い
る
か
を
評
価
す
る
、
各
診
療

科
の
主
治
医
の
先
生
達
の
感
染
症
診
療
を

支
援
す
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
て

予
防
で
き
る
病
気
の
予
防
に
努
め
る
、
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
横
断
的
な
感
染
制
御
活
動
を
行
う

専
門
医
師
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
そ

の
育
成
も
私
達
の
重
大
な
使
命
の
一
つ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
達
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
患
者
さ

ん
の
前
に
直
接
姿
を
現
す
こ
と
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
縁
の
下
の
力
持
ち

と
し
て
横
断
的
な
業
務
を
行
い
、
名
大
病

院
の
診
療
の
「
質
」
を
支
え
て
い
ま
す
。

院
内
感
染
対
策
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
ご
紹
介

特集 2

Nagoya Disease 
Information Center

新看護部長から「広場ナディック」のご案内

　皆様、こんにちは。この度、看護部長に就任しまし
た市村です。
　名大病院「広場ナディック」は、情報収集・情報交
換、なごみの場です。書籍やパンフレット、DVDに
よる情報提供はもちろん、毎月、学習会、相談、手作
り教室などのイベントが開催されています。単なる病
院図書室ではない様々な機能や、主に病院OBのボラ
ンティアの方々による運営、毎月500人以上の方々
にご利用いただいている実績は他院にない、名大病院

の特徴的な取り組みだと思います。これからも名大病
院の集いの場、憩いの場として、多くの皆様に喜んで
いただけるよう
に、ボランティ
アの方々に助け
ていただきなが
ら努力してまい
ります。どうぞ
よろしくお願い
いたします。

ナディック
通信

　

３
月
８
日（
日
）に
、「
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知
２
０
１
５
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
地
点
／
名
古
屋
ド
ー
ム
、
参
加
者

３
５
、５
０
０
名
）

　

世
界
最
大
規
模
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る

名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
と
、
名
古
屋

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、
名
大
病
院
が
、
救
護

班
と
し
て
今
年
も
参
加
し
ま
し
た
。（
救
急

科
医
師
2
名
、
看
護
師
1
名
、
事
務
職
員
1

名
の
計
4
名
）

　

名
大
病
院
の
救
護
班
は
、
21
・
2
㎞
地
点

で
あ
る
白
川
公
園
救
護
場
所
に
お
い
て
待
機

し
、
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は

シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
ゴ
ー
ル
地
点
で
も

あ
る
た
め
、
心
停
止
に

備
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
担

ぎ
な
が
ら
沿
道
に
立

ち
、
非
常
に
多
く
の
ラ

ン
ナ
ー
を
観
察
し
ま
し

た
。
幸
い
、
心
肺
停
止
な
ど
を
含
む
重
症
患

者
は
搬
入
さ
れ
ず
、
計
62
名
の
傷
病
者
の
診

療
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
本
大
会
が
開
始
さ
れ
て
か

ら
、
心
肺
停
止
に
陥
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
は
0
名

が
続
い
て
お
り
、
今
年
も
無
事
0
名
で
し
た
。

　

た
だ
し
一
般
的
に
、
マ
ラ
ソ
ン
中
に
6
〜

10
万
人
に
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
心
肺
停
止
に

陥
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
名
大
病
院
救
護
班

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
本
大
会
が
、「
楽
し

く
て
安
全
な
お
祭
り
」
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、

救
命
第
一
の
視
点
か
ら
、
よ
り
質
の
高
い
救

護
態
勢
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知

２
０
１
５
に
お
け
る
救
護
活
動

 

救
急
・
集
中
治
療
医
学
分
野
　
髙
谷
　
悠
大

中
央
感
染
制
御
部
　
部
長
　
八
木
　
哲
也院内感染対策チーム（ICT）

▲�2月25日に行われたコンサート

▲�2月9日に行われたコンサート

■ 

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た

　

中
央
診
療
棟
２
階
リ
ハ
ビ

リ
広
場
（
現
ピ
ア
ノ
広
場
）

に
て
、
２
月
９
日（
月
）に
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン 

ソ
ロ
・
ラ

イ
ブ
、
２
月
25
日（
水
）に
フ

ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
春

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
季
節
を
感
じ
る
曲
目

や
話
題
の
曲
目
な
ど
、
参
加

者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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　当院では、患者さんへのサービス・アメニティー等の満足度向上を目指し、患者
満足度委員会において、院内に設置してある提案箱へ投函いただいたご提案からの
サービス改善策を検討し実施しています。
　提案箱では、現在1ヶ月あたり約100件のご提案をいただいており、提案書を回
収次第、患者さんのご意見の速やかな検討を現場で図るとともに、その後委員会に
て、いただいた提案書の一件一件における対応策の検討を行うことで、サービス改
善を実施しています。
　サービス改善における主な内容については、外来棟1階中央待合ホールに設置さ
れているモニターへの掲示により、患者さんへの回答を図っています。

患者さんの健康をサポートすべき医療施設とし

て、病院敷地内の全面禁煙を実施しています。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

■ 禁煙のお願い

特集 3

　ローソンは、通常の一般的な物品販売、サービス提供のほか、病院で必要
な医療用品や衛生材料の販売も取り扱い、患者さんや院内教職員の皆様ほか
ご利用のお客様のニーズにお応えできるよう努めております。また、院内で
の飲食スペースをオアシスキューブ内に設けているほか、病棟1階ローソン
にも『イートインコーナー』を設け、大変好評です。今春24時間営業をスター
トした病棟店など、ローソンへ是非ご来店下さいますようスタッフ一同お待
ちしております。

　当店は、病棟1階の入退院受付出入口から
入って、郵便局の横に位置し、日曜・祝日を除
く毎日9時から営業しております。
　調髪、顔そり、カット等のメニューをご用意し
ており、患者さんが少しでも快適に入院生活をお
くれるようお手伝いをさせていただいております。
　皆様のご利用を心からお待ちしております。

場　　所：病棟１階、オアシスキューブ、医系研究棟１号館１階
営業時間：�病棟１階　年中無休　24時間営業�／�オアシスキューブ　（平日）7時30分～19時30分�／�研究棟１階　（平日）８時～19時

場　　所：病棟１階
営業時間：�（平日）9時～16時30分　（土）9時～15時30分

名大病院内にあるアメニティ施設から、本号では、「理容室」と「ローソン」をご紹介します。

Part4名大病院アメニティのご紹介

ローソン

理容室

　名大病院では、医用電気機器への電波影響を防止するとともに、迷惑通話を防止
し、静かで落ち着いた院内環境を保持するため、携帯電話及びスマートフォンの使
用について必要な事項を定めています。詳しくはホームページでお確かめください
（http://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/1385/1512/goraiinnominasama.html）。
　なお、通話は、「通話可能エリア」及び公衆電話BOXに限って可能です。付近の
方々へ迷惑にならないように、ご配慮の上ご利用下さい。ご理解とご協力をお願い
いたします。

携帯電話及びスマートフォンの使用について

　1月26日（月）、中央診療棟2階リハビリ広場（現ピアノ広場）において、
東邦高校3年A組の生徒さんより車いす2台が寄贈されたことに対して、
感謝状の授与式が行われました。
　生徒代表から、文化祭の収益を社会に還元したいとの気持ちから車い
すの寄贈に至ったことが語られ、石黒病院長から生徒代表に感謝の言葉
とともに感謝状が手渡されました。その後、病院長、3年A組の生徒代
表の皆さん、担任の先生とともに記念に写真を撮りました。
　病院長からは、日頃より東邦高校を身近に感じており、車いすの寄贈
を受け大変嬉しく思っていることが述べられ、終始和やかな雰囲気で式
を終了しました。

東邦高校 3 年 A 組の生徒さんより 
車いすが寄贈されました

病院からの

お知らせ
病院からの

お知らせ

当院ではボランティアさんを募集しています。
詳しくはホームページをご覧ください。

■ ボランティアさん募集

●�ボランティアホームページ
　 http://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/1411/volunteer.html

病棟店外観本店外観 研究棟外観

中央診療棟

鶴友会館

外来棟

病棟

オアシスキューブ

医系研究棟

外観

　患者さんが利用する設備や機器などは、日々における
点検や更新を実施しておりますが、平成26年度下半期で
は、以下の改善を実施しました。

（院内における主な設備面の改善）
1）	入院・外来患者用手荷物カートの増設
2）	外来患者用ベビーカーの新調

（院内における主な運用面の改善）
1）	平成27年4月からローソン病棟店の24時間営業実
施による時間外来院者等への利便性向上

2）	CT検査室への土足解禁による負担軽減

提案書からの改善報告



名 大 病 院 NEWS

4

名大病院
No.97　医学部・医学研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2015 年 6 月 1 日筆　石黒 直樹

　

看
護
部
長
と
し
て
、
私
に
は
二
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は

「
当
院
、
そ
し
て
当
看
護
部
の
歴
史
を
重
ん

じ
る
こ
と
」。
多
く
の
先
輩
方
が
長
い
時
間

を
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
組
織
と
そ
の

営
み
に
敬
意
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
改
革
・
改
善
を
促
進
す

る
こ
と
」。
他
機
関
か
ら
名
大
病
院
に
飛
び

込
ん
で
き
た
私
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
、
名

大
病
院
の
強
み
・
弱
み
を
皆
さ
ん
に
き
ち

ん
と
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
践
力
の
あ
る
看
護
師
に

　

昨
今
、
急
性
期
医
療
を
担
う
大
学
病
院

に
お
い
て
は
病
床
稼
働
率
の
向
上
や
入
院

日
数
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
、
時
間
を
か
け

て
患
者
さ
ん
と
じ
っ
く
り
向
き
合
う
看
護

が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
に
お
い
て
当
看
護
部
の
理
念
で
あ

る
「
愛
し
く
温
か
く
安
全
な
看
護
」
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、
看
護
師
に

と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
患

者
さ
ん
の
暮
ら
し
を
見
す
え
て
、
つ
な
い

で
い
く
医
療
・
介
護
の
仕
組
み
で
す
。
看

護
師
は
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
時
間
が
少

な
い
中
で
、
つ
な
ぐ
こ
と
を
意
識
し
て
「
愛

し
く
、
温
か
く
、
安
全
な
看
護
」
を
実
践

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
外
来
、
他
部
署
、
さ
ら
に
は
他
施

設
と
連
携
し
、
多
職
種
と
一
緒
に
い
か
に

速
や
か
に
情
報
共
有
し
て
方
向
性
を
定
め
、

計
画
立
案
で
き
る
か
が
鍵
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
暮
ら
し
と
い
う
視
点
で
見

て
み
る
と
、
一
部
署
の
看
護
チ
ー
ム
で
完

結
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
、
他
職

種
の
協
力
な
し
に
看
護
だ
け
で
で
き
る
こ

と
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
看
護
師
に
は
、

目
の
前
の
患
者
さ
ん
に
必
要
な
看
護
を
入

院
期
間
と
い
う
「
点
」
だ
け
で
な
く
、
地

域
で
の
暮
ら
し
と
い
う
「
線
」
で
も
と
ら

え
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
に
積
極
的
に
つ
な
ぐ
た
め
に

行
動
し
て
み
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
高
度
な
急
性
期
医
療
を
担
う
当
院

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
全
て

の
看
護
師
が
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
看

護
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
患
者
さ
ん
の
地
域
で
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
チ
ー
ム
医
療
や
地
域

連
携
に
つ
い
て
も
一
層
、
実
践
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

専
門
職
と
し
て
の
成
長
を
支
援

　

文
部
科
学
省
で
勤
務
し
た
際
、
多
く
の

大
学
病
院
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
名
大
病

院
は
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
教
育
を

大
切
に
し
、
歴
史
が
あ
り
な
が
ら
先
進
的

な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
、
大
変
魅
力

的
な
組
織
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

就
任
し
て
間
も
な
い
で
す
が
、
看
護
師

と
話
を
す
る
た
び
に
、「
名
大
病
院
の
看

護
師
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ

て
い
る
役
割
を
果
た
す
力
を
持
っ
て
い
る
」

と
実
感
し
ま
す
。
今
後
、
看
護
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
、
医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻

等
と
連
携
し
、
看
護
師
一
人
ひ
と
り
の
専

門
職
と
し
て
の
成
長
を
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「植込型補助人工心臓治療」

「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    http://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/index.html（トップページ⇒名大病院かわらばん）

HPのご案内

「愛
やさ

しく、温かく、 
安全な看護」を 
実践するために

名
大
病
院
で
働
く
職
員
は
約
２
，０
０
０
名
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上

を
看
護
職
員
が
占
め
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
、当
院
の
看
護
部
長
に
着
任
し
た
市
村
尚
子
看
護
部
長
に
、

看
護
職
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●�看護部ホームページ
http://www.med.nagoya-u.
ac.jp/kango/index.html

当院では看護師を募集していま
す。詳しくはホームページをご
覧ください。

■ 看護師募集
愛
やさ

しく、温かく、安全な
看護の実践を目指して。

心臓外科　診療科長　碓氷　章彦
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私たちが新しい医療として取り組んでいる植込

型補助人工心臓治療を紹介します。この治療

は、拡張型心筋症や広範囲心筋梗塞などにより心臓

の機能が極度に低下し、内科治療で対処できない心

臓移植を必要とする患者さんを対象に、移植までの

橋渡しとして行われる治療です。左室心尖部から脱

血し、血液ポンプを介して上行大動脈に送血し、全

身への血液駆出を補助するシステムです。小型の軸

流ポンプを使用するため、ポンプは横隔膜下に移植

しますが、電源はドライブラインを介して体の外か

ら供給します。バッテリーを持ち運ぶことにより屋

外での活動が可能となり、社会復帰が可能となりま

す。

　この治療には、心臓移植適応認定を受ける必要が

あります。私たちは心臓外科、循環器科をはじめ、

麻酔科、ICU（集中治療部）、精神科、ICT（院内感

染対策チーム）、看護部、ME（臨床工学技師）、心

リハ（心臓リハビリテーション指導師）、薬剤部、

栄養士など、多くの部署からなる多職種カンファレ

ンスを開催して、心臓移植の適応検討を行うととも

に、補助人工心臓移植患者の治療方針を決定してい

ます。2013年に植込型補助人工心臓の施設認定を

取得し、現在までに7例の手術を行い、4名が職場

復帰していま

す。今後は、

重症心不全治

療を更に発展

させ、心臓移

植の実施を目

指します。

事
務
部
長
　
吉
田
　
勇
人

　

３
月
ま
で
は
文
部
科
学
省
の
国
立
大

学
法
人
支
援
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
中

央
省
庁
の
立
場
か
ら
86
の
国
立
大
学
全

体
を
支
援
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
大
学
の
実
際
の
現

場
、
特
に
教
育
、
研
究
、
医
療
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
る
大
学
病

院
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
、
大
き
な
や
り
が
い
と
緊

張
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

新
任
挨
拶


